
第29回　肝炎医療コーディネーター研修会（オンライン開催）

申込人数　22名（出席 14名　　欠席 ８名）　　　演者・司会・コメンテーター　11名

回答　18名（演者等含む）　　回答率 72％

職業
医師 1

看護師 12

保健師 2

医師事務補助 4

薬剤師 1

理学療法士・臨床検査技師 1

MR 1

肝炎医療コーディネーターの割合
91% (22人中20人）

肝炎医療コーディネーター 20

それ以外 2

１．開始時間について
18：30でよい 17
18：00からが良い 1

２．開催時間70分について
ちょうどよい 17
やや短い 1
短い 0
やや長い 0
長い 0
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３．今回の研修会は役に立ちましたか、または役にたちそうですか 
まったくそう思わない 0

そう思わない 0

どちらとも言えない 2

そう思う 11

強くそう思う 5

４．次回参加したいですか
はい 18

いいえ 0

６．具体的にどのような点が役にたちそうですか

コロナ過でも継続してコーディネーターとして活動をしていくさらなる覚悟ができました。
お疲れ様でした。

各施設での現況などを確認することが出来た。

他の病院の肝炎コーディネーターの活動を知れた

ディスカッションの共有は、新しい発見がありました

アルコール性肝炎の問題と抗アルコール新薬

大分県で一体として取り組む必要性です・・・

他施設の活動が参考になりました。

他施設の活動がわかってよかった、コーディネーターとしての活動に役立てたい。

他の施設の取組が判る。

皆さんの苦労がよくわかりました。

他施設で取り組まれている拾い上げ作業や患者様への声かけなどが参考になります。
毎回、当院の取り組みの答え合わせのようにも感じてます。

総合病院での取り組みや、肝バッチを患者さんが気付いてくれた事から肝炎の話が発展した事、拾い上げで抗体陽
性者をカルテ上で次回消化器内科診察に入れてたら患者さんからびっくりされた。事等当院でも同じような事例が
あり患者さんが主体でなければと思いました。
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新しい治療や、みんなの意見が聞けてよかったです。

７．次回参加したい理由を理由をお聞かせください

課題が見えてくるので、必然と取り組む内容がはっきりしてくる

他のコーディネーターの方の話が聞けるので

様々なお立場の方の意見を伺えるからです。

８．今後、聞きたい講演や取り上げてほしいテーマ等あれば、自由記述してください

肝炎医療コーディネーターの周知に方法。アルコール性肝障害の患者さんへのアプローチの方法

なかなか情報交換できる場がないのでありがたいです。

色々な方の意見が聞けて参考になります。

他施設の現状がよくわかりました

出来れば、やはり集合研修がしたいです。

肝炎バッチがまだ届いていません。お待ちしてます、宜しく御願い致します。

B型肝炎


